
8月10日 「小さな拠点」市町村職員研修会 フロー 

「小さな拠点」とは何か 9：00～9：40 ＜藤山＞ 

①「小さな拠点」の誤解を解く ②重要な「合わせ技」で全体最適 

③「小さな拠点」構想・形成ステップ・支援体制のあり方（以後のＷＳの導入として） 

9：45～11：25 

①実際の地域を想定して、各分野の拠点・組織・人材・交通ネットワークのパーツをつないで、構想を創る 

＊各市町村１～２チーム程度（県職員も参加） 

講演 

「小さな拠点」の構想づくり グループワークショップ１ 

共有全体ミーティング１ 構想の発表 ＜進行：藤山＞ 11：30～12：00 ＊１グループ1分30秒 
＊ライブカメラで拡大投影 

12：00～13：00 昼休み～後半：各グループの構想展示を見て歩く、もろもろ相談コーナー（藤山等対応） 

13：00～14：40 グループワークショップ２ 

①「小さな拠点」の構想づくり改良 ＊他グループの構想も参考して必要な改良をする 

②「小さな拠点」づくり10年計画 

③「小さな拠点」づくり支援体制 

＊各段階で必要な取り組みパーツを並べ直し考える 

②30代子連れ定住の受け皿づくりを「合わせ技」で実現 
（魅力的な地域の特色づくり、夫婦で半農半Ｘ的な就業、生活を支えるサービス提供など） 

＊地元＋市町村＋県の３つのレベルで、部署や人
材パーツを並べ直し、検討＆支援チームを考える 

共有全体ミーティング２ 10年計画と支援体制の発表 14：45～15：30 

移動５分 

移動５分 

15：30～16：00 今後の研修等のお知らせなど 
＊１グループ２分 
＊ライブカメラで拡大投影 

＜進行：藤山＞ 

移動５分 



テーマ：「小さな拠点」の構想づくり グループワークショップ１の進め方 

①9：45～9：50 簡単な自己紹介 
＊進行役リーダーは各グループ名簿の一番上の市町村職員 
＊中山間Ｃと西部県民Ｃで各グループごとに１名の進行サポート役を配置 
＊地区名、市町村名、メンバー名を書き込み 

②9：50～10：10 地域状況の確認 
＊航空写真、人口予測シート（定住目標など）で地域の現状を簡単に共有 
＊地域の課題と魅力、場所候補を共有し、特に30代子連れ層の定住に配慮し、集約・書き込み 
＊地区内になる主な施設や拠点、組織を模造紙に並べる（該当パーツ＋書き足し） 

③10：10～10：40 「小さな拠点」づくりのポイント 
＊30代前半の子連れ夫婦（夫：就農希望、妻：就職or起業希望、子供：３歳）の新規定住 
＊課題と特徴に対応した「小さな拠点」の中心ポイント（住民を引き付けるもの）は？ 
＊上手な合わせ技で活路、若い世代から高齢者まで役立ち・楽しみ、雇用創出に貢献（妻）に配慮 

④10：40～11：20 「小さな拠点」を支える組織・人材・交通 
（1）既存の施設・拠点・組織を結び直し、どんな事業組織で「小さな拠点」を運営？ 
（2）３人ほどマネージャー人材を配置できるとすれば、既存と新設の機能をどう分担・カバーする？ 
（3）「小さな拠点」と地域内の各集落・世帯and地域外の中心市街地を結ぶ交通手段や方式は？ 

⑤11：20～11：25 グループ発表の準備 
＊「課題」、「一番のポイント」、「運営組織の種類と人材配置」、「交通手段」の４つを１分30秒で発表 

交通は分担して検
討も 
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テーマ：「10年計画」と「支援体制」 グループワークショップ２の進め方 

①13：00～13：20 構想の改良～他グループの良いところを取り入れる 
（1）ポストイットに他のグループの良いところで取り入れるべきポイントを記入 
（2）関連場所に貼り付け、説明し、共有する。 
（3）全体としての改良の仕方をまとめ、図で表現する 

②13：20～14：00 これからの「小さな拠点」づくり「10年計画」 
（1）対象地域について、取り組み済みのものをチェックし、現時点の到達点を確認する 
（2）まず、今年度最初に取り組むべき内容の優先度上位３つをポストイットで集約 
（3）来年度に取り組むべき優先度上位３つをポストイットで集約 
（4）再来年度以降、中長期的に取り組むべき優先度上位３つをポストイットで集約 
（5）以上を結び、ステップアップ上の課題を加えて、「10年計画」の概要をまとめる 

③14：00～14：35 「小さな拠点」づくりの支援体制 
（1）今年度の検討段階で必要な地元・市町村・県における体制（構成メンバー）をリストアップ 
（2）来年度以降の準備段階で必要な地元・市町村・県における体制（構成メンバー）をリストアップ 
（3）運営段階で必要な地元・市町村・県における体制（構成メンバー）をリストアップ 
（4）他地区・他市町村・県等への連携提案や呼びかけ 

④14：35～14：40 グループ発表の準備 
（1）構想の主な改良点 （2）今年と来年の重点的取り組み事項 
（3）支援体制の「要」の説明 （4）他地区・他市町村・県等への連携提案や呼びかけ 
の４点を２分以内で発表 
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